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款 項 目 大 中

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

53,634

国・県支出金 0 0 0 0

対前年比 112.4 106.5 76.4

財

源

一般財源 58,554 65,848 70,134

費

用

その他財源 0 0 0 0

正職員

従事者数 0.20

0

費用合計 58,554 65,848 70,134

従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

受益者負担 無

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

Ｈ25決算額 Ｈ26決算額 Ｈ27決算額

0.20 0.20 0.20

人件費 1,100 1,100 1,100 1,100

Ｈ28予算額

直接経費 57,454 64,748 69,034 52,534

53,634

その他職員

市内企業と市民の交流を促進し、地域産業の活性化を図ると共に、中小企業者の育成と健全な発展

を図る。中小企業者の経営支援及び技術改善により小牧市商工業全体の振興に寄与する。

予算区分 7 1 2 2 1

内容（手段）

目的達成のため

にどのような事業

を実施したか

【２７年度実施内容】

・中小企業相談所運営費補助金

　中小企業者育成及び経営指導等を実施している小牧商工会議所内の中小企業相談所の

運営費を補助した。　　15,000千円

・中小企業設備近代化助成金

　市内中小企業者の近代化及び合理化に必要な設備の導入を促進するため、償却資産の

新規取得に対して助成をした。　　37,918千円

・ＩＳＯ認証取得助成金

　中小企業の良好な品質管理及び環境に配慮した経営体制を構築し、産業の振興に寄与

する目的で、ＩＳＯの認証取得をした市内企業に対し、審査登録に要した費用の１／２以内で

助成をした。　　321千円

・ＩＳＯ認証更新助成金

　中小企業の良好な品質管理及び環境に配慮した経営体制を構築し、産業の振興に寄与

する目的で、ＩＳＯの認証更新をした市内企業に対し、更新に要した費用の１／４以内で助成

をした。　　4,390千円

・産業活性化事業

　市内企業の情報を大学・高校等に提供し、紹介、宣伝するとともに、各企業のＰＲ及び地

域との連携を図るための産業フェスタを開催した。春日井市・春日井商工会議所・小牧商工

会議所と共催で、「合同説明会」「教育機関就職担当者と企業との懇談会」の２事業を実施

した。　　11,000千円

【２７年度その他直接経費の内訳】

　（仮称）小牧市中小企業振興基本条例検討委員会委員謝礼(167千円)、普通旅費（2千

円）、特別旅費（34千円）、食糧費(4千円)、印刷製本費（9千円）、通信運搬費（174千円）、中

小企業団体中央会負担金（15千円）

【２８年度直接経費の内訳】

　普通旅費（29千円）、消耗品費（30千円）、印刷製本費（260千円）、中小企業団体中央会

負担金（15千円）、中小企業相談所運営費補助金（15,000千円）、中小企業設備近代化助成

金（25,000千円）、ＩＳＯ認証取得助成金（1,200千円）、産業活性化事業補助金（11,000千円）
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要要要要

事務事業名 産業活性化事業 担当部 地域活性化営業部

会計区分 一般会計 事業類型 一般事業 担当課 商工振興課

事業期間 平成１２年度以前 ～ 平成３１年度以降

根拠法令・個別計画

中小企業相談所運営費補助金交付要綱、産業活性化事業費補助金交付要綱、中小企業設備近代化助成金交付

要綱、小牧市中小企業ＩＳＯ認証取得支援助成金交付要綱

目

的

 何・誰を対象に 対象：市内企業

どの様な状態

にするのか

担当係 商工労政係・新産業創出係

総合計画

新基本計画

産業・交流 商工業 既存商工業の経営を支援します

施策等

重点事業 実施計画事業 ○
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評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

７７７７

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業の

達成状況

・中小企業設備近代化助成金については、引続き、設備投資が好調なことから、多く

の中小企業に補助をすることができた。

・ISO認証取得助成については申請件数が減少傾向にあり目標には達しなかった。

事業実施におけ

る課題

・経済状況の先行きが不透明な中、中小企業への支援は必要と考えられる。

２９年度以降

の改善案

・現在の助成制度を見直し、必要な支援制度の改善を図る。

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

一次評価のとおり。

現在の助成制度について、効果や課題を把握、検証し、必要に応じて助成

内容を見直すとともに、小牧市企業新展開支援プログラムを基に、他部署と

も連携して新たな企業支援策を検討されたい。

・ISO認証取得助成、エコアクション２１認証取得助成については、認証取得を考えて

いる市内企業の多くが、既に認証を取得したと思われるので、申請件数が少ないと思

われる。

基本施策の展開

方向の目的に対

する影響（貢献

等）

・市内企業と市民との交流促進や中小企業者の経営及び技術改善等を支援すること

ができたことから、既存商工業の経営の支援に繋がったと考える。

２８年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

・エコアクション２１認証取得助成については、一定の役割を終えたと判断し廃止とした。

・ＩＳＯ認証更新助成金については、３年ごとの更新審査費用を助成対象とし既ＩＳＯ取得企業が

１度は補助対象となるよう平成２５年度から３年の予定で制度を実施していたことから当初予定

どおり平成２７年度で制度を廃止した。

・ISO認証取得助成については、「企業新展開プログラム」の中でも、活用実績等を確認し以後

の運用について判断する時期となっているが、申請件数が減少傾向にあることから、関係機関

と協議のうえ、継続の有無を検討する。
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向向向向

性性性性

方向性の判定 維　持

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

判定理由

ＩＳＯ認証取得助成申請

件数

件

4 4 4 4

2 4 2

成果指標名 H25 H26 H27 H28

中小企業設備近代化

助成金申請企業償却

資産取得額

千円

― ― ― ―

3,688,409 2,847,665 3,893,444

86 90 88

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

活動指標名 H25 H26 H27 H28

中小企業設備近代化

助成金申請件数

件

― ―

ＩＳＯ認証取得助成金額 千円

1,600 1,400 1,200 1,200

405 722 321

事業番号 55

― ―


